
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 文理探究科と普通科、家政科の入学選抜について教えてください？ 

 

○ 普通科や家政科の選抜において、普通科や家政科を第１志望にしている場合と 

第２志望や第３志望にしている場合では有利、不利がありますか？ 

 

○ なぜ入学するときから理数探究と国際探究に分けて募集しないのですか？ 

 

○ 普通科に比べて文理探究科の定員が少なく、合格できるか不安があるため、 

どちらを志願すべきか迷っています？ 

 

○ 志望していない学科に、他の学科から回って合格することはありますか？ 

 

＜高校入試編＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 文理探究科と普通科、家政科の入学選抜について教えてください。 

・入学者選抜は、文理探究科（定員８０名）と普通科（２００名）、家政科

（４０名）を別々に募集します。 

・その際に、文理探究科を第１志望、普通科や家政科を第２志望あるいは

第３志望として出願できます。一方、普通科や家政科を第１志望とした

場合は、文理探究科を第２志望や第３志望にはできません。 

第１志望 第２志望 第３志望  第１志望 第２志望 第３志望 

文理探究科 普通科 家政科 普通科 家政科 なし 

文理探究科 家政科 普通科 普通科 なし なし 

文理探究科 普通科 なし 家政科 普通科 なし 

文理探究科 家政科 なし 家政科 なし なし 

文理探究科 なし なし 

・第１、第２、第３志望のいずれの場合も、各科ごとの選抜基準に換算し

て公正に選抜します。 

Q 普通科や家政科の選抜において、普通科や家政科を第１志望にしてい

る場合と第２志望や第３志望にしている場合では有利、不利がありま

すか。 

・普通科や家政科を第１志望としている受検者と普通科や家政科を第２志望や

第３志望としている受検者は同等に選抜しますので、有利、不利はありませ

ん。 

・合格者を判定する際、第１志望と第２志望の受検者は、同じ基準のもとで選

抜を行います。 

Q なぜ入学するときから理数探究と国際探究に分けて募集しないのです

か。 

・１年次からの文理融合の学びを通して、幅広い知識と発想力を身につける基

礎を養うことができます。 

・そして、１年次の様々な学習や経験を通して、自分の適性や将来の希望進路

等をしっかりと見極め、２年次からの「理数探究」や「国際探究」での専門

的な学習に的確かつスムーズに対応できるようにするためです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 普通科に比べて文理探究科の定員が少なく、合格できるか不安がある

ため、どちらを志願すべきか迷っています。 

・文理探究科の定員は少ないですが、後期は普通科との併願が可能です。

皆さんには、本校への入学を目指すにあたり、志望の際から高い目標を

持って挑戦して欲しいと思います。 

・文理探究科では、探究活動に加えて、難関大学・学部を目指すためによ

り発展的な学習に取り組む予定です。本校を受検しようと考えている中

学生の皆さんは、それぞれ希望する進路をもとにして、文理探究科、普

通科を志望してもらいたいと考えていますが、難関大学・学部を目指し

文理探究科での学びに意欲的に取り組もうと考えている中学生の皆さん

は、第１志望を文理探究科、第２志望を普通科として出願してほしいと

考えています。 

・なお、文理探究科を第１志望として、それが不合格になった場合に、第

２志望の普通科の選抜においても長崎県公立高等学校入学者選抜実施要

領に沿って、公平・公正に選抜を行います。 

Q 志望していない学科に、他の学科から回って合格することはあります

か。 

・志望している学科でのみ合格が可能です。 

・例えば、「第１志望・文理探究科、第２志望・普通科、第３志望・なし」と

して志望した場合は、文理探究科と普通科のどちらかの科で合格基準を満

たせば、合格が可能です。 

・「第１志望・文理探究科、第２志望・なし、第３志望・なし」の志願方法で

は、文理探究科のみで合格が可能です。仮に３つの学科のうち、どれかが

定員に満たなかったとしても、志望していない学科に合格することはあり

ません。 


